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東吾妻-夏山を満喫
公民館恒例の村民登山が7月26日行われ、今年は東吾妻に挑戦。 91名

の村民の方が参加しました。

登山口の鳥子平から東吾妻山頂へ、そして姥ケ原から鎌沼、酸ケ平ま

でのコースをゆっくり散策。

参加した人たちは、雄大な自然の中で親睦を深め合い、夏山を満喫し

ました。
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1附

み を
ク
リ
ー
ン
ア

こ
の
目
、
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
約

十
六
ト
ン
。
ゴ
ミ
の
搬
出
に
は
村
内

の
建
設
業
者
の
方
か
ら
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

七
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

河
川
の

ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
が
、

七
月
五
日
村
内

一
斉
に
行
わ
れ
ま
し

た
。河

川
は
私
た
ち
の
生
活
と
深
く
か

か
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
河

川
を
み
ん
な
の
手
で
き
れ
い
に
し
よ

う
と
い
う
美
化
運
動
は
、
今
年
で
六

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
小
雨
の
中
、
約
千
五
百
人

の
村
民
の
方
に
早
朝
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

河
川
に
沿
っ
て
空
き
缶
や
ゴ
ミ
拾

い
を
は
じ
め
、
流
木
の
除
去
、
雑
草

木
の
伐
採
な
ど
の
作
業
を
手
分
け
し

て
、
約
三
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
の
川
に
魚

が
住
み
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
か
う
よ
う

な
美
し
い
川
と
し
て
維
持
し
、
き
れ

い
な
住
み
よ
い
街
ゃ
つ
く
り
を

一
緒
に

進
め
ま
し
ょ
う
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で

岩
法
寺
分
団
が
準
優
勝

県
消
防
協
会
石
川
支
部
主
催
に
よ

る
消
防
ポ

ン
プ
操
法
競
技
石
川
地
区

大
会
が
、
七
月
十
七
日
午
前
九
時
か

ら
母
畑
レ

l
ク
サ
イ
ド
セ

ン
タ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
ポ

ン
プ
操
法
技
術

と
団
員
の
規
律
訓
練
の
向
上
を
目
的

と
し
、
今
年
で
三
十
三
回
目
。
村
消

防
団
か
ら
ポ
ン
プ
車
の
部
に
南
須
釜

分
団
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
岩
法
寺

分
団
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
し
た
口

競
技
は
ポ
ン
プ
の
操
作
要
領
、
動

作
、
所
要
時
間
等
を
競
う
も
の
で
、

選
手
に
な
っ
た
団
員
た
ち
は
、
こ
の

日
の
た
め
に
訓
練
を
重
ね
て
き
た
成

果
を
き
び
き
び
と
披
露
。

会
場
に
は
選
手
を
激
励
す
る
団
員

を
は
じ
め
、
地
区
ぐ
る
み
、
家
族
ぐ

る
み
で
応
援
す
る
姿
が
、
自
に
つ
き

ま
し
た
。
選
手
の
方
た
ち
が
健
闘
し

た
結
果
、
岩
法
寺
分
団
が
小
型
ポ
ン

プ
の
部
で
準
優
勝
に
輝
き
、
八
月
二
葉

十
一
日
に
同
会
場
で
行
わ
れ
る
第
八
信

回
福
島
県
消
防
ポ

ン
プ
操
法
競
技
県
砂

中
地
方
大
会
に
石
川
地
区
代
表
と
し
な

て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

D

は

ま
た
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
出
場
し

た
南
須
釜
分
団
は
、
僅
少
の
差
で
惜
ち十

九

し
く
も
三
位
と
な
り

ノ
t

、

の
訓
練
の
成
果
は
、
今
後
の
団
員
相
ぼ

互
の
操
法
技
術
の
向
上
に
大
い
に
役
ふ

立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す

D

下出びシ」

村長から激励の言葉が

準優勝の岩法寺分団の選手のみなさん
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七
月
十
六
日
の
臨
時
議
会
で
、
四

月
か
ら
空
席
に
な
っ
て
い
た
助
役
に

円
谷
信
男
氏
(
前
助
役
)
が
提
案
さ

れ
、
議
会
の
同
意
を
得
て
七
月
二
十

日
で
就
任
し
ま
し
た
。

男

助

役

円

谷

信

毎
日
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
皆
様
に
は
御
健
勝
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

去
る
七
月
十
六
日
の
臨
時
村
議
会

に
お
い
て
再
び
助
役
と
し
て
同
意
を

い
た
だ
き
、
二
十
日
付
で
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
四
月
に
退
任
の
あ
い
さ

つ
を
し
た
ば
か
り
で
、
再
度
助
役
に つ

就
く
こ
と
は
心
苦
し
く
固
く
辞
退
し

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
車
田
村
長

の
要
請
に
よ
り
決
意
い
た
し
ま
し

た。
今
、
玉
川
村
は
福
島
空
港
建
設
に

伴
う
周
辺
整
備
事
業
を
は
じ
め
と
し

て
数
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な
時
期
、

心
を
新
た
に
誠
心
誠
意
村
長
の
方
針

に
従
い
、
補
佐
役
と
し
て
村
政
発
展

の
た
め
最
善
の
努
力
を
重
ね
て
ゆ
く

所
存
で
あ
り
ま
す
口

皆
様
方
の
温
か
い
御
教
示
・
御
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

男

矢

さ
ん

人
権
擁
護
局

応援席も真剣な表情

こ
の
度
、
矢
吹
幾
哉
さ
ん
(
小
高

字
御
城
・
医
師
)
に
、
法
務
省
人
権

擁
護
局
長
表
彰
と
し
て
感
謝
状
が
贈

ら
れ
、
そ
の
伝
達
式
が
六
月
十
六
日

村
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

矢
吹
き
ん
は
霞
師
と
い
う
多
忙
な

仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
片
わ
ら
、
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
村
民
の
人
権
を

守
る
た
め
、
長
年
に
わ
た
っ
て
活
動

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
こ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
た
も
の

で
す

D

火点、に向かつて

安全はゆっくり、ゆったり、ゆとり、ゆずりあい
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都
々
吉
崩
神
社
観
正
勝
懸
仏
と

弘

養

塔

婆

ふ龍ま鍋， 11111111111111 

村
教
育
委
員
会
で
は
、
村
文
化
財

保
護
審
議
会
(
委
員
長
・
佐
藤
忠
こ

の
答
申
を
受
け
、
都
々
古
別
神
社
体

正
弊
懸
仏
(
南
須
釜
都
々
古
別
神
社

ん
く
よ
う
と
う
ま

所
有
)
と
弘
安
供
養
塔
婆
(
大
字
小

高
字
向
久
保
・
佐
藤
忠
氏
所
有
)
の

こ
つ
を
村
有
形
文
化
財
に
六
月
一
日

付
で
指
定
し
ま
し
た
。

指
定
さ
れ
た
都
々
古
別
神
社
御
正

弊
懸
仏
は
二
面
」
紙
。
う
ち
一
面
は
、

製
造
年
代
が
明
ら
か
で
、
永
正
十
五

年
(
戦
国
時
代
、
後
柏
原
天
皇
朝
の

年
号
。
一
五

O
四
;
一
五
一
一
一
)

と
銘
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
い

t
い

の
懸
仏
は
、
仏
像
同
様
に
礼
拝
対
象

安

供

や
奉
膏
ロ
叩
(
お
礼
参
り
)
と
し
て
作

ら
れ
、
主
に
祈
願
の
た
め
の
絵
馬
的

な
奉
納
に
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
指
定
有

形
文
化
財
第
三
号
の
指
定
。

一
方
、
弘
安
供
養
塔
婆
は
、
巌
峯

寺
五
輪
塔
二
二

O
五
年
)
に
次
ぐ

古
い
石
造
塔
婆
の
一
つ
。
高
さ
一
・

一
四
針
、
表
面
仕
団
に

3
(パ
ク
・

釈
迦
如
来
)
の
党
字
、
下
部
に
は
弘

安
元
年
(
一
二
七
八
)
九
月
六
日
の

建
立
年
月
日
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
板

碑
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、

こ
の
落
婆
は
、

中
世
に
お

t
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を

指

定

け
る
石
川
氏
と
藍
結
し
て
い
た
鎌
倉

文
化
、
巌
峯
寺
を
め
ぐ
る
仏
教
文
化

な
ど
そ
の
特
質
文
化
の
片
り
ん
が
伺

わ
れ
ま
す
。
村
有
形
文
化
財
と
し
て

第
四
号
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

ミ〉都々古別神社御正体懸仏ニ菌一銭

覚
え
て
お
き
た
い

口
移
し
人
工
呼
吸
法

水
に
よ
る
事
故
の
多
い
季
節
で
す
。

子
供
が
海
や
川
だ
け
で
な
く
、
浴
槽

な
ど
に
落
ち
て
溺
れ
死
ぬ
こ
と
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

発
見
し
て
医
師
に
み
せ
る
ま
で
の

間
に
、
人
工
呼
吸
を
す
る
か
し
な
い

か
で
生
命
は
左
右
さ
れ
ま
す
。
人
工

呼
吸
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

用
具
も
い
ら
ず
素
人
に
も
で
き
る
の

が
口
移
し
人
工
呼
吸
法
で
す
。
万
一

の
事
故
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
覚
え
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。

①
ま
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
気
道
の
確
保
。
仰
向
け
に
寝
か

せ
、
片
手
を
事
故
者
の
首
の
下
に
さ

し
こ
み
、
も
う
一
方
の
手
を
額
に
当

て
て
、
頭
を
後
の
方
へ
そ
ら
せ
る

②
額
に
当
て
た
手
を
、
ず
ら
し
、
指

で
事
故
者
の
鼻
を
つ
ま
み
、
吹
き
こ

む
息
が
も
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
自
分
の
口
を
大
き
く
開
け
て
事

故
者
の
口
の
賄
り
に
か
ぶ
せ
、
事
故

者
の
胸
が
軽
く
ふ
く
ら
む
ま
で
息
を

吹
き
込
む
。
口
を
離
し
て
み
て
、
事

故
者
の
吐
き
出
す
息
が
感
じ
ら
れ
れ

ば
成
功
。
乳
幼
児
の
場
合
は
鼻
を
つ

ま
ま
ず
、
自
分
の
口
を
大
き
く
あ
け

2
2

，，， 

て
、
子
供
の
口
と
鼻
を
一
緒
に
お
お
い
ヤ

い

、

息

を

吹

き

こ

む

。

い

思一るめすす'
h
i
 

④
最
初
の
四
、
五
回
は
強
く
吹
き
ル

込
み
ま
す
が
、
そ
の
後
は
五
秒
関
に
べ

一
回
(
子
供
は
三
秒
間
に
一
回
)
の
ム

割
合
で
吹
き
込
み
を
続
け
、
自
発
呼
人

吸
が
回
復
す
る
ま
で
続
け
ま
す
。
同

直
接
口
を
つ
け
る
の
が
た
め
ら
わ
;

れ
る
場
合
は
、
事
故
者
の
口
の
上
に

ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
当
て
て
行
う
口
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任
期
満
了
に
伴
う
玉
川
村
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
が
七
月
七
日
に
告
示

さ
れ
、
選
挙
に
よ
る
委
員
定
数
十
三

人
に
対
し
、
同
数
の
立
候
補
の
届
け

出
が
あ
り
ま
し
た
。

候
補
者
の
数
が
選
挙
す
べ
き
数
を

超
え
な
か
っ
た
た
め
無
投
票
当
選
と

な
り
、
七
月
十
二
日
草
野
村
選
挙
管

理
委
員
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
当
選
証

書
が
附
与
さ
れ
ま
し
た
口

ま
た
、
泉
、
須
釜
両
農
協
、
共
済

組
合
、
村
議
会
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た

五
人
の
方
に
、
七
月
二
十
日
、
玉
川

村
長
よ
り
選
任
書
が
交
付
さ
れ
ま
し

た。

ヨE税のアラ力ル卜

園yン卜'EZ
固定資産の

選
挙
に
よ
る
委
員

Q私[正、固定資産課税台帳を縦覧しま

したが自分の土地の価格に疑問があ

ります。どうすればよいでしょうか。

ク

/J、 J11 t也
区

高辺名

新新

中
岩
法
寺

竜

崎

南
須
釜

北
須
釜

イシ。今// 日IJ

石須矢
森釜日欠

忠
男
(
日
歳
)

信
好
(
日
歳
)

藤
男
(
必
歳
)

ウ

で
就
職
し
た
い
人

d

元

用

情

須
賀
川
、
岩
瀬
、
石
川
管
内
か
ら
、

他
府
県
の
大
学
等
に
進
学
中
(
来
春

三
月
卒
業
予
定
)
で
、
「
ふ
る
さ
と

に
も
ど
っ
て
就
職
し
た
い
」
と
望
ん

で
い
る
方
の
た
め
に
、
下
記
の
日
程

で
地
元
の
就
職
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
H

集
い
H

が
開
催
さ
れ
ま
す
D

主
催
は
須
賀
川
公
共
職
業
安
定
所

と
須
賀
川
雇
用
対
策
協
議
会
で
す
。

お
盆
や
夏
休
み
で
帰
省
し
た
方
な

ロ

fi'i] 

A固定資産税の内容について、お知り

になりたい場合には、気軽に市町村

の税務担当の窓口におたずねください。

なお、固定資産課税台帳に登録されて

いる価格等について不服がある場合には、

縦覧期間の初日力、ら末日後10日までの間

に限り、固定資産評価審査委員会に対し

て、審査の申出をすることができます。

(土地登記簿又は建物登記簿に登記さ

れている事項は、審査の申出の対象事項

からは除外されます。)

ただし、昭和

62年度は基準年

度以外の年度な

ので、価格の据

え置き措置が講

じられている土

地文は家屋につ

いては、その価

格についての不

服に関する審査

の申出を行うこ

とはできません。

ι川
中
平

山北
小吉須
屋釜

氏

名

年

齢

新

旧

矢
部
欣
一
(
印
歳
)
前

鈴
木
藤
重
(
日
歳
)

岩
谷
利
秋
(
ぬ
歳
)

高
原
藤
助
(
位
歳
)

永
林
古
川
治

(ω
歳
)

草

野

甫

(

弘

歳

)

櫛
屋
圧
一
(
日
歳
)

塩
沢
藤
雄
(
日
歳
)

円
谷
忠
重
(
川
町
歳
)

渡
辺
助
次
郎
(
臼
歳
)

// 

選
任
に
よ
る
委
員

*

農

協

大
竹
代
一
(
日
歳
)

森

儀

秋

(

日

歳

)

*
共
済
組
合

矢
吹
定
蔵
(
臼
歳
)

*

議

会

小
針
章
勇
(
日
歳
)

車
田
次
夫
(
印
歳
)

新

岩
法
寺

イン目リ新

中
小

高

"" 

サラリーマンと税

口】
守

fn
U
 

弓

L

ど
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、

t-

郡
山
・
白
河
管
内
企
業
の
求
人
情
報
現

も

提

供

さ

れ

ま

す

口

日

*

日

時

/
昭
和
六
十
二
年
八
月
十
回

七
日
(
月
)
午
後
一
時

7

二一

O
分

1
三
時
三

O
分
申
，

所
/
須
賀
川
市
労
働
福
祉
会
新

館

(
8
0
二
四
八
|
七
鈎

六

l
一

九

九

二

記

ロゼ故事亡死通占父

ぬ
作
場

サラリーマンの所得税は、毎月の給料

やボーナスから源泉徴収されます。

サラリーマンには、必要経費が認めら

れていないかのことく誤解している方も

いますが、サラリーマンには勤務に伴う

必要経費などの概算控除として、給与所

得控除があります。

この給与所得控除

は給与所得だけに認

められているもので、

事業所得などの必要

経費に担当するもの

です。
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由
子
さ
ん
、

夏
休
み
を
明
日
に
控
え
た
七
月
二

十
日
、
泉
中
学
校
と
須
釜
中
学
校
で

非
行
防
止
弁
論
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
村
防
犯
協
会
と

石
川
警
察
署
が
後
援
し
て
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
泉
中
は
第

五
回
、
須
釜
中
は
第
九
回
を
迎
え
ま

し
た

D
基
準
弁
論
に
続
い
て
、
各
ク
ラ
ス

か
ら
選
ば
れ
た
代
表
者
は
、
「
い
じ

め
」
や
「
あ
や
ま
ち
」
な
ど
自
ら
の

大
越
さ
ん
が
最
僅
一
発
働

体
験
を
は
じ
め
、
自
分
の
心
の
弱
さ

や
そ
の
葛
藤
を
折
り
ま
ぜ
な
が
ら
、

日
ご
ろ
非
行
防
止
に
つ
い
て
考
え
て

い
る
意
見
を
壇
上
か
ら
堂
々
と
発
表
。

ど
の
弁
士
も
中
学
生
ら
し
い
は
き

は
き
し
た
口
調
で
「
心
の
大
切
さ
」

「
真
の
友
清
」
を
生
徒
た
ち
に
訴
え
、

盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

論
旨
、
表
現
力
、
感
銘
度
、
態
度

の
四
点
を
基
準
に
し
て
厳
正
な
審
査

が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
一
点
と
優
秀

賞
二
点
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
、
ト
ロ

フ
ィ
ー
(
泉
中
は
メ
ダ
ル
)
と
賞
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

壇上から堂々と意見を発表

*
最
優
秀
賞

「
B
君
の
心
の
成
長
か
ら
」

出
子
な
お
美
(
一
年

-
穏
健
秀
費

「
僕
の
体
験
か
ら
」

「
部
活
と
勉
強溝

井
佐
知
子
(
二
年
)

-m
件
最
優
秀
賞

に
は
家
族
が
い
る
。
だ
か
ら
:
:
」

来
優
秀
賞

る」

小
原
康
士
(
一
年

矢
吹
清
幸
(
一
年

議中、上位入賞のみなさん(左から真弔意、由子さん、溝井さん)

実釜中、上位入賞のみなさん(左から矢吹君、大越さん、小原君)

3ド

こ
の
ほ
ど
村
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
(
隊

長
・
矢
部
玄
信
さ
ん
)
は
、
二
回
に

わ
た
っ
て
カ
ラ
ス
や
カ
モ
な
ど
の
有

害
鳥
獣
駆
除
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
農
作
物
へ
の
被
害
が

い
た
る
と
こ
ろ
で
発
生
し
て
い
る
た

め
行
な
っ
た
も
の
。
第
一
回
目
の
七
驚呈〔

月
十
一
日
に
は
、
隊
員
ら
ニ

O
人
ほ
一
V

〔

ど
が
出
動
し
、
朝
九
時
か
ら
夕
方
四
の

時
ま
で
に
カ
ラ
ス
四
十
三
羽
、
カ
モ
ム
げI

M円

七

羽

を

撃

ち

と

り

ま

し

た

。

み
全七

g-
ノ魚、ヂ

六
月
の
下
旬
、
福
島
市
の
福
島
閣
を

碁
会
館
で
関
か
れ
た
少
年
少
女
囲
碁
す

県
大
会
に
、
南
須
釜
字
中
奥
平
の
塩
山
一

沢
裕
史
君
(
須
釜
小
三
年
)
が
出
場
し
、
山
一

並
入
る
強
豪
を
相
手
に
三
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。
裕
史
君
と
盟
碁
と

の
出
会
い
は
約
二
年
前
の
一
年
生
の

と
き
。
「
親
子
で
同
じ
趣
味
を
も
で
た

ら
」
と
い
う
お
父
さ
ん
(
正
勝
さ
ん
)

の
願
い
も
あ
っ
て
、
暇
を
み
て
は
手

ほ
ど
き
を
。
遊
び
心
も
大
切
に
し
た
指

導
で
メ
キ
メ
キ
カ
を
つ
け
、
今
回
の

大
会
に
臨
ん
だ
も
の
で
す
。

装珍
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受
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
へ
の
願
い

あ
れ
は
、
私
が
五
年
生
の
時
だ
っ

た
。
二
階
で
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

妹
と
私
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
き

川 川

湯沢広美
(玉一小6年)

だ
っ
た
。
外
か
ら
あ
ま
り
に
も
大
き

な
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
音
が
聞
こ
え
た
。

騒
が
し
い
の
で
窓
を
開
け
て
み
る
と
、

旧
道
と
百
十
八
号
線
が
ち
ょ
う
ど
ぶ

つ
か
る
所
か
ら
私
の
家
ま
で
車
の
列

が
続
い
て
い
た
。

お
父
さ
ん
が
、
「
ど
う
し
た
。
」
と
聞

い
た
が
、
私
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
お
父
さ
ん
が
、
「
広
美
」
と
私

の
こ
と
を
聞
き
返
し
た
。
私
が
「
何

か
事
故
が
あ
っ
た
み
た
い
だ
よ
J
と

言
っ
た
時
、
お
父
さ
ん
が
立
ち
上
っ

踏切道の通行{ま安君にはできません。踏切ての事

故は、一度起れば大惨事になりかねませんρ

村内には現在日の踏切があります。この内 7力所

については保安施設(選議機や警報機)がありませ

ん。非常事態をまねかないためにも十分な安全確認

をしてくださいρ

もし、踏切て車が動力、なくなったら次のような子

/I/;震を。

く直ちに列車を止める手配をしましょう〉

雪量非常ボタンのない踏切ては、発炎筒か赤旗などを

振って列車のくる方向に走ってください。

*非常ボタンが付いている踏切では、「非常ボタン

(赤色)Jを側面のランプがつくまで押す。ボタンを

押したら近くの駅に連絡してください。連絡先はボ

タンのところに書いてあります。

で
窓
の
方
を
見
た
。

「
本
当
だ
。
だ
れ
か
事
故
に
あ
っ

た
ん
だ
。
」
そ
の
時
の
イ
ン
タ
ー
ホ

i

ン
が
私
た
ち
を
あ
せ
ら
す
よ
う
に
鳴

っ
た
。
私
が
大
あ
わ
て
で
玄
関
の
戸

を
開
け
る
と
、
ど
こ
か
の
お
ば
さ
ん

が
息
を
切
ら
せ
な
が
ら
言
っ
た

D

「あ

な
た
の
家
の
本
家
の
人
が
事
故
に
あ

っ
た
よ
。
」
そ
の
瞬
間
、
私
は
立
ち

す
く
ん
で
し
ま
っ
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
玄
関
に
来
て
、
そ
の
h

お
ば
あ
さ

ん
か
ら
く
わ
し
い
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

聞
い
て
い
た
。
私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
顔
が
だ
ん
だ
ん
青
く
な
っ
て
い

く
の
が
わ
か
っ
た
。
い
き
な
り
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
、
「
広
美
、
み
ん
な
を

よ
ん
で
来
な
。
」
と
言
っ
た
。

食べてますか、 ζのマーク

(
そ
ん
な
に
大
き
い
事
故
だ
っ
た

ん
だ
)
と
心
の
中
で
思
っ
た
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
顔
と
声
が
よ
け
い
に
あ

せ
ら
せ
た
。
二
階
に
い
く
時
、
足
が

重
か
っ
た
。
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
よ
ん
で
る
よ
。
」
お

父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
急
に
立
ち
上

が
り
、
階
段
を
お
り
て
い
っ
た
。
下

で
み
ん
な
が
話
し
て
い
る
の
が
、
二

階
ま
で
聞
こ
え
た
。
ま
だ
、
外
が
騒

が
し
い
。
私
は
心
の
中
で
(
救
急
車

は
ま
だ
か
。
救
急
車
は
。
早
く
き
て
、

助
け
て
や
っ
て
。
早
く
、
早
く
。
)
と

祈
っ
た
。
道
路
は
混
雑
し
て
い
る
。

助
け
て
と
い
う
一
心
で
祈
っ
て
い
る

と
、
や
っ
と
救
急
車
が
来
た
。
私
の

心
は
、
ほ
ん
の
少
し
だ
が
や
っ
と
安

県内て生産され、流通してい

る豆腐やこんにゃくなとの加工

食品(地域食品)は、保存性が

低いうえに、地域によって昧や

大きさが違うなどの理由てJA

S規格の対象からはずされています。

そこで県ては、これらの地域食品について認証制

度を設け、製造施設基準、品質管理基準、品質及び

表示の基準に検査合格したものに「認証マーク」を

付けています。購入するときの目安としてぜひご利

用くださいD

画圏区図画圏圏
ご利用次の日程て歯科巡回を行いますので、

ください。

心
し
た
。
そ
の
人
の
ケ
ガ
は
、
た
い

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
家
族
み
ん

な
で
喜
ん
だ
。

私
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
交

通
事
故
に
あ
う
と
家
族
や
親
類
の
人

に
心
配
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
大

き
な
迷
惑
に
も
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

心
配
や
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に
も
飢

交
通
規
則
を
守
る
こ
と
を
日
頃
か
ら
り

心

が

け

て

く

だ

さ

い

ロ

イ

私
た
ち
の
村
、
玉
川
村
は
交
通
死
亡

J

事
故
ゼ
ロ
二
千
日
を
達
成
し
ま
し
た
。
り

そ
れ
は
、
玉
叶
村
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
批

皆
さ
ん
が
協
力
し
合
い
、
お
互
い
気
、

を
つ
け
あ
っ
て
、
日
頃
か
ら
心
が
け
刊
げ

て
い
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
引ゆ

言E

E盟問5日(土). 6日(日)・ 12日(土)・

13日(臼)・ 19日(土).20日(臼)

E盟 四辻農業研修所

E~~i童書道t 午前 8 時30分~11時

E各 選j)l!lJ午前9時力、ら診療開始

E~~蓮量ヨ臨姐

健康保険証、老人医療受給者証

圏受診者負担(要医療保護者等{撒きます)

安全はゆっくり、
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東
吾
妻
一

。
ホ
ヅ
カ
り
と
口
を
開
け
た
る
小
富
士
見
ゆ

吾
妻
下
山
の
我
等
眼
下
に

七
月
二
十
六
日
、
九
十
一
人
の
村

民
が
参
加
し
、
第
二
十
一
回
の
村
民

登
山
が
行
わ
れ
た

D

空
模
様
は
心
配

し
た
ほ
ど
も
な
く
、
登
山
口
の
鳥
子

平
か
ら
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
地

点
は
標
高
一
、
六
二
二
ぷ
と
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
最
高
の
地
点
で
あ
り
、
ウ
グ

イ
兵
の
声
が
聞
か
れ
「
高
冷
地
」
に

来
た
と
い
う
感
じ
が
し
た
。

登
山
道
は
昨
夜
来
の
雨
で
ぬ
か
る

み
が
で
き
て
歩
き
に
く
か
っ
た
。
小

一
時
間
も
す
る
と
視
野
が
大
き
く
開

け
、
湿
原
の
景
場
平
で
あ
る
。
白
や

紫
色
の
小
花
の
高
山
植
物
が
点
在
し

て
い
た
。
項
上
は
一
面
の
ハ
イ
マ
ツ

帯
で
ミ
ル
ク
色
の
霧
と
風
が
流
れ
、

残
念
な
が
ら
視
界
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

姥
ケ
原
か
ら
鎌
沼
へ
。
朱
色
し
た

こ
ぶ
し
大
の
溶
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る

下
山
路
を
下
り
始
め
る
と
霧
が
流
れ
、

鎌
沼
の
全
容
が
と
ら
え
ら
れ
た
。
陽

射
し
が
輝
き
、
ま
わ
り
が
急
に
明
る

海
に
行
く
機
会
は
割
合
あ
る
の
で

す
が
、
ハ
イ
キ
ン
グ
以
外
の
登
山
の

経
験
は
あ
ま
り
な
く
、
毎
年
村
で
募

集
し
て
い
る
登
山
会
に
参
加
す
る
こ

と
が
、
私
の
希
望
で
し
た
。

夢
が
か
な
え
ら
れ
た
今
、
と
て
も

充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

夏
の
登
山
と
い
う
の
は
、
若
い
人

々
に
嫌
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
私
も
本

当
の
と
こ
ろ
大
嫌
い
で
し
た
。

し
か
し
前
に
参
加
し
た
時
の
感
動

が
忘
れ
ら
れ
な
く
な
り
、
今
で
は
夏

は
山
に
か
ぎ
る
と
ば
か
り
大
好
き
に

置
圏
島
園
圏
園

く
な
っ
た
。
酸
ケ
平
か
ら
浄
土
平
に

下
り
る
途
中
、
眼
下
に
広
が
っ
た
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
男
性
的
な
パ
ノ
ラ
マ

は
、
遠
慮
が
ち
な
濃
緑
色
の
桶
沼
と

一
緒
に
印
象
深
い
光
景
と
し
て
残
っ

た。
来
年
も
ま
た
、
素
晴
ら
し
い
登
山

会
が
で
き
る
こ
と
を
祈
願
し
た
い
。

パ
、
ド
ミ
ン
ト
ン
A
チ
i
ム
と

小
高
ソ
フ
ト
愛
好
会
が

県
中
大
会
へ

七
月
十
九
日
古
殿
町
で
開
催
さ
れ

大野玉恵さん
(南須釜)

今
度
で
二
度
目
の
登
山
参
加
で
し

た
。
一
昨
年
参
加
の
時
よ
り
身
体
が

軽
く
山
に
な
じ
ん
で
疲
れ
を
感
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。

8
月
の
行
事
予
定

4
日
例
少
年
ふ
る
さ
と
運
動
開
講
式

5
日
附
第
二
回
少
年
ふ
る
さ
と
運
動

6
日
附
第
三
回

7
B
幽

第

四

回

目
白
川
w

第
五
回

ロ
日
同
第
六
回

// 。ウ。

た
県
総
合
体
育
大
会
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
石
川
地
区
大
会
に
、
先
の
村
民

球
技
大
会
で
優
勝
と
準
優
勝
の
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

で
小
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
が
善

戦
し
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ
が

三
位
に
、
玉
川
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

A
チ

21 19 18 17 
日日日日
働側伏)(月)

第
四
回
婦
人
学
級

第
七
回
少
年
ふ
る
さ
と
運
動

第
四
国
高
齢
者
教
室

青
少
年
育
成
少
年
の
主
張

応
募
〆
切

間

作

文

審

査

第
四
回
青
年
教
室

幻
自

ω

お
白
川
W

ー
ム
・

B
チ
!
ム
が
優
勝
・
三
位
と

j

そ
れ
ぞ
れ
好
成
績
を
残
し
ま
し
た

D

ゃ

な
お
、
小
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
川

と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

A
チ
l
ム
は
、
八
属
品

月
二
十
三
日
に
郡
山
市
で
行
わ
れ
る
る

県
中
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
つ
め

て
い
ま
す
。
出
場
選
手
の
み
な
さ
ん
す

の

健

闘

を

期

待

い

た

し

ま

す

。

ト'ν べ

な
り
ま
し
た
。
心
の
ゆ
と
り
づ
く
り

と
体
力
守
つ
く
り
の
た
め
に
も
:
。

心
温
か
い
村
の
人
々
と
一
緒
に
、

参
加
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
最
高
の

登
山
の
想
い
出
で
す
。

「
そ
こ
に
山
が
あ
る
か
ら
登
る
」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
私
の
場
合
、
山

は
二
の
次
で
「
そ
こ
に
は
、
温
か
い

昔
な
じ
み
の
村
の
人
々
が
居
る
か
ら

登
る
」
の
で
す
。

本
当
に
、

一
緒
に
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
つ
ぎ
も
又
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

乗る人に、
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未
届
け
の
奥
さ
ん
は

急
い
で
手
続
き
を

昨
年
の
四
月
に
新
し
い
年
金
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
、
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
方
は
、
学
生
や
老
齢
年
金

受
給
者
を
除
い
て
全
員
が
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
は
、
「
第
三
号
被
保
険
者
」
と

い
う
資
格
で
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

ま鉛

す
。
第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

ご
主
人
の
加
入
す
る
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
が
ま
と
め
て
負
担
し
ま
す
の

P
自
分
で
保
険
料
を
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
第
三
号
被

保
険
者
で
あ
る
旨
を
届
け
出
て
、
認

定
を
う
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
届
け
出
を
さ
れ
て
い
な
い
奥

さ
ん
は
、
将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
至

急
役
場
住
民
課
窓
口
又
は
須
釜
支
所

窓
口
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
凶
作
ご
主
人
の
異
動
で
も

っ
届
け
」
が
必
要

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
(
第

⑬ 

父
親
が
家
に

い
る
こ
と
の
多
い
家
庭

大
都
市
の
給
与
生
活
者
、
い
わ
ゆ

る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
家
庭
で
は
職
場

と
家
庭
が
ま
っ
た
く
分
離
し
て
い
ま

す
。
父
視
は
朝
か
な
り
早
く
家
を
出

て
、
会
社
、
官
庁
、
銀
行
、
学
校
、

研
究
所
な
ど
に
通
い
、
夜
に
な
っ
て

か
ら
崎
宅
し
ま
す
。
子
供
と
の
接
触

時
間
は
少
な
く
、
子
供
は
父
親
の
働

い
て
い
る
姿
を
知
り
ま
せ
ん
。
父
親

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

俊

の
存
在
が
希
簿
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。こ

れ
に
対
し
て
農
業
、
牧
畜
業
、

漁
業
、
そ
れ
に
自
営
業
な
ど
の
家
で

は
、
父
親
が
子
供
か
ら
見
え
る
所
に

い
て
働
い
て
い
ま
す
。

大
人
の
男
性
の
行
動
に
は
生
産
に

関
与
し
て
い
る
と
き
と
、
そ
う
で
な

い
と
き
と
が
あ
り
ま
す
。
食
事
を
し

号
被
保
険
者
)
の
場
合
、
奥
さ
ん
自

身
が
就
職
し
た
り
自
営
業
な
ど
で
収

、入
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
や
離

婚
し
て
ご
主
人
の
被
扶
養
配
偶
者
で

な
く
な
っ
た
と
き
の
ほ
か
、
ご
主
人

の
退
職
・
転
職
な
ど
に
よ
っ
て
も
そ

の
都
度
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

来

ー
九
日
食

蔵
庫
の

夏
は
食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
季

節
。
昨
年
発
生
し
た
食
中
毒
件
数
の

六

O
%が
、
七
月
か
ら
九
月
に
集
中

た
り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
趣
味
の

こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
は
後
者
の
場

合
で
す
。
給
与
生
活
者
の
家
庭
に
育

っ
た
子
供
は
、
父
親
の
一
部
分
し
か

見
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
人
が
働
い
て
い
る
姿
を
見
る
こ

と
を
子
供
は
好
み
ま
す
。
く
つ
ろ
い

で
い
る
時
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
真
剣
さ
が
あ
り
ま
す
。

私
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
東
京
に
住

ん
で
い
ま
す
が
、
昭
和
初
期
に
は
、

ま
だ
町
に
物
を
作
っ
て
売
っ
て
い
る

庖
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
豆
腐

屋
さ
ん
、
馬
具
屋
さ
ん
、
桶
屋
さ
ん
な

ど
で
、
大
き
な
お
風
呂
の
桶
が
手
探

よ
く
作
ら
れ
て
い
く
の
を
学
校
の
帰

-
凶
作
第
三
号

被
保
険
者
と
は

ご
主
人
が
摩
生
年
金
や
共
済
年
金

に
加
入
し
て
い
て
、
ご
主
人
の
収
入

に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る

奥
さ
ん
を
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
ご

主
人
が
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加

生
週

は
禁
物

// 

し
て
い
ま
す
。

食
中
毒
の
発
生
要
因
も
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
冷
蔵
庫
の

H

過
信
H

に

り
に
立
ち
止
ま
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

い
ま
の
都
会
の
子
供
で
製
造
過
程
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
た
い
や

き
屋
さ
ん
く
ら
い
で
し
ょ
う
。

自
営
の
商
家
、
農
家
、
小
規
模
の

工
場
経
営
者
の
家
庭
で
は
、
子
供
は

父
親
の
働
い
て
い
る
姿
も
、
く
つ
ろ

い
で
い
る
姿
も
見
て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
父
親
か
ら
直
接
学
ぶ
こ
と
も

多
い
の
で
す
。

父
樹
が
山
一
月
り
を
も
っ
て
仕
事
に
打

ち
込
ん
で
い
る
姿
は
、
将
来
そ
の
仕

事
を
自
分
が
継
ぐ
に
し
て
も
継
が
な

い
に
し
て
も
、
子
供
の
心
に
鮮
明
に

残
り
ま
す
。
一
日
が
終
わ
っ
て
夕
食

の
時
な
ど
に
、
仕
事
の
お
も
し
ろ
い

入
し
て
い
て
も
、
奥
さ
ん
自
身
が
職

場
の
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入

し
て
い
た
り
、
自
営
業
な
ど
で
百
万

円
以
上
の
年
収
が
あ
る
と
き
は
該
当

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
奥
さ
ん
が
勤
め

て
い
て
ご
主
人
が
そ
の
被
扶
養
と
な
ー

っ
て
い
る
場
合
に
は
、
ご
主
人
が
「
第
肌

三
号
被
保
険
者
」
に
な
り
ま
す
。

jqL
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i
-
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作
ヱ

よ
る
食
中
毒
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
現

ド
ア
の
開
閉
は
で
き
る
だ
け
少
な
く

B

し
、
開
け
て
い
る
時
間
も
短
く
む
ま
げ

た
、
清
潔
、
じ
ん
速
、
加
熱
と
冷
却

7

は
食
中
毒
防
止
の
三
原
則
で
す
。
し
中

っ

か

り

と

守

り

ま

し

ょ

う

。

新

更録コレ
=
2
0
 

苦
し
い
点
な
ど
を
明
る
い
調
子
口

で

子

供

に

話

し

て

く

だ

さ

い

。

ゼ

一
方
こ
の
よ
う
な
家
庭
で
は
、
生
喰

活
が
や
や
も
す
れ
ば
単
調
に
な
り
ま
巴

す
。
生
活
に
変
化
を
つ
け
て
弾
力
性
死

を
与
え
る
た
め
に
、
休
み
の
日
の
旅
通

行
、
外
出
な
ど
を
積
極
的
に
計
画
し
、
:

ふ
だ
ん
の
父
親
と
は
違
う
面
も
子
供

に
示
し
て
く
だ
さ
い
。
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自
衛
官
募
集

B
窃
第
二
次
二
等

陸
・
海
・
空
士

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

た
だ
今
、
昭
和
六
十
二
年
度
第
二

次
二
等
陸
・
海
・
空
士
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
募
集
期
間
・
試
験
期
日
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
凶
作
募
集
期
間

昭
和
六
十
二
年
七
月
一
日
i
昭
和

六
十
二
年
九
月
三
十
日

*
採
用
試
験
場
等

筆
記
試
験

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
郡
山
募

集
事
務
所
(
郡
山
市
台
新
二
丁
目

一
の
十
五
宮
三
四
九
l
=
一一
丁
一
回
二
回
)

で
毎
日
(
土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日

を
除
く
)
実
施
。

身
体
検
査

陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地
(
郡
山

市
大
槻
町
字
長
右
エ
門
林
こ
で

毎
週
水
曜
日
に
実
施
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

役
場
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

八
月
三
十
一
日

個
人
事
業
税
の
納
期

個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
に

課
税
さ
れ
る
個
人
事
業
税
の
第
一
期

分
の
納
期
は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
。
県
税
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ

る
納
税
通
知
書
に
よ
っ
て
最
寄
り
の

金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
め
る
場
合
は
、
便
利
な
口
座
振

替
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
県
税
事

務
所
ま
た
は
金
融
機
関
に
h

お
申
し
込

み
の
う
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

郡
山
県
税
事
務
所

宮ロ
ニ
四
九
l

一一

六
一
六
一

お誕生おめでとう
ございます

歴
あ
り
が
と
う

逗
参

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

戸
い

・
四
辻
新
田
の
石
井
周
太
郎
さ
ん
か

ら

二

万

円

村のようす
( 62年7月 1日現在)

一戸骨
子
g

7，540人(+2) 

3，726人(-1) 

3，814人(十 3) 

(6月届出分)

雄

※6月届出分には亡くなられた方

がおりませんo

正

保護者名

柴

誠

秀西

鈴木まみ

有賀美紀

子美久津塩

出生児氏名

鹿又

区

崎

南須釜

// 

士
口

地

二f己

屯

-
竜
崎
の
石
井
清
徳
さ
ん
か
ら

二

万

@
川
辺
の
鈴
木
嘉
直
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
蒜
生

H

ラ
ー
メ
ン
は
ち
ま
ん
H

(

真

弓
五
三
男
さ
ん
)
か
ら
ゴ
ル
フ
・

コ
ン
ペ
の
益
金
と
し
て
、

弐
万
一
千
九
百
円

(
社
会
福
祉
協
議
会
) 円




